































































き て さ て あるところ なかまたち が あつまって
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第2曲『思い出すと』［4分の4拍子 dmoll］ 半音進行のメロディーがテーマ(譜例 
②)。I■おもいだすと せなかがゾクゾク からだがふるえて ブルブル---J五声で 
歌う。「なになに それはなあに• • •」と、大人パートが問いかける。このメロディー 
は第10曲でも用い、第12,13曲の中ではhmollで大人バートで歌い、第14,16曲の中 
では子どもパートが歌う。
おもい だすと 甘なかがゾクゾク からだが ふるえて ブ ルブル
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第3曲『なんてったって』［4分の4拍子 dmoll］子どもパートが怖いものを歌う(譜 
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なんてったって ヘビがこわ い てもなければ あしもない
第4曲〜第7曲［8分の6拍子 Gdur］第4曲『こわいものなど』で、まず男声が「理 









卜の掛け合いで、理之助の怖いものを問い(譜例⑤)、「こわいものが ひとつある■ ■ - J 
と大人パートが歌う。第9曲『なかよくなれないものに』［4分の4扣子dmoll］では「な 
かよくなれないものに こわいものが ひとつある* * *」と大人パートが歌い子ども 
パートと掛け合う。第10曲『思い出すと(2)』では第2曲のテーマを今度は大人バー 
卜が歌い、子どもパートが問いかける。
す きなものが あるよう に きらいなもの毛
第11曲『まがつく』［4分の4拍子 hmoll］『ま』がつくものが怖いことを大人パート 
が歌う。続いて両パートで「まま」「まままがつく まがつく まままほう 






第14曲『ほんとかな』|4分の4拍子 Ddur］では子どもパートが「ほんとうに まん 
じゆうが こわいのか* - *」と歌い理之助に饅頭をプレゼントしてみることを五声で 
歌う(第15曲『プレゼント』［4分の4拍子 Ddur］)。
辖例⑥戶「寸■ I戸-;戸
ま 末 ま ま まがつく まがつくま ま
第16曲『じょうよまんじゆう』［4分の4拍子 hmoll〜Ddur］「じょうよまんじゆう 
くりまんじゆう へそまんじゆう さかまんじゆう•,•」とユニゾンで始まる(譜例 
⑦)。このモチーフを主軸に理之助が饅頭をパクパク食べる様子を歌い、ほんとうに怖 
いものを問う。「こんどは しぶくて こい おちやが こわい* * *」と話の落ちまで 
両パートの掛け合いとユニゾン-五声で展開してピアノの2小節の短い後奏で終わる。
箝例⑦名口门」 き
じよう よ まんじゅうくりまんじゅう へそまんじゅう さか まんじゅう
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